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昨
年
は
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
第
72
回
全
国
大
会
を
北
海

道
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
変
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

５
月
５
日
の
能
登
地
方
を
は

じ
め
、
地
震
が
連
発
し
て
お
り

ま
す
。
被
害
に
あ
っ
た
皆
様
方

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
は
、
札
幌
市
か
ら
北

の
旭
川
市
に
伸
び
る
道
央
自
動

車
道
を
繋
げ
る
た
め
、
旭
川
か

ら
私
ど
も
の
住
む
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
面
す
る
隣
町
の
紋
別
市
ま

で
延
長
約
１
３
０
㎞
の
高
規
格

道
路
の
整
備
の
た
め
、
促
進

建
設
期
成
会
を
作

り
、
皆
様
方
と
同

様
に
、
長
年
要
望

活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

早
期
開
通
の
た

め
、
１
３
０
㎞
の

う
ち
の
15
㎞
区
間

を
一
般
道
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
来
年
度
末
に
は
１
０
４
㎞

が
開
通
の
運
び
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
域
は
、
ホ
タ
テ

貝
な
ど
の
一
大
生
産
地
で
、
大

半
を
中
国
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
等
へ
輸
出
を
し
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
農
業
は
酪
農
専
業

地
帯
で
あ
り
ま
し
て
、
本
町
を

含
め
近
隣
５
市
町
村
で
約
20
万

ト
ン
以
上
の
生
乳
を
生
産
し
て

お
り
ま
す
。
２
つ
の
乳
業
工
場

を
抱
え
、
道
内
関
連
工
場
の
移

送
は
も
と
よ
り
、
釧
路
港
か
ら

茨
城
県
日
立
港
に
船
で
送
ら

れ
、
茨
城
県
阿
見
町
や
神
奈
川

県
海
老
名
市
な
ど
へ
も
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
さ
れ
、
チ
ー
ズ
な
ど
の

原
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
北
海
道
釧
路
市
を

は
じ
め
、
日
本
一
の
玉
ね
ぎ
生

産
地
で
あ
る
北
見
市
、
本
州
の

玄
関
口
で
あ
る
函
館
市
は
、
高

規
格
道
路
網
が
繋
が
っ
て
い
な

い
、
い
わ
ゆ
る
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
な
の
で
あ
り
ま
す
。
全
国

で
い
ま
だ
２
０
０
区
間
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
の

で
、
北
海
道
だ
け
の
問
題
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
食
糧
生
産
の
町
と
し

て
考
え
ま
す
と
、
日
本
の
食
料

自
給
率
が
38
％
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
が
よ
く
問
題
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
良

質
、
安
心
安
全
、
生
産
者
の
顔

が
見
え
る
、
鮮
度
で
優
位
な
ど

の
条
件
を
満
た
し
た
農
畜
産
物

や
水
産
物
は
、
高
値
で
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
る
時
代
で
す
。
九
州

や
瀬
戸
内
海
を
中
心
に
、
養
殖

漁
業
の
生
産
が
盛
ん
で
す
が
、

こ
れ
も
高
速
道
路
網
の
整
備
に

よ
り
、
朝
採
れ
た
魚
が
夕
方
に

は
首
都
圏
に
提
供
で
き
る
時
代

で
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
の
と
こ

ろ
の
ホ
タ
テ
貝
に
つ
き
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
は
、
加
工
専
門

で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
現
在
、

台
湾
な
ど
の
バ
イ
ヤ
ー
が
港
で

直
接
買
い
付
け
を
行
い
、
専
用

の
水
槽
車
で
生
き
た
ま
ま
九
州

ま
で
運
び
、
フ
ェ
リ
ー
で
台
湾

に
送
る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
数
字
で
、
日
本

の
農
業
総
産
出
額
は
８
兆
９
，

０
０
０
億
円
、
漁
業
産
出
額
は

１
兆
３
，
０
０
０
億
円
で
あ
り

ま
す
が
、
自
給
率
の
低
さ
や
担

い
手
の
高
齢
化
が
大
き
な
課
題

と
な
り
、
現
在
、
輸
入
資
材
、

肥
料
の
高
騰
で
畜
産
・
酪
農
を

中
心
に
、
厳
し
い
経
営
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
道
路
整
備
、
中

で
も
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
解

消
す
る
こ
と
は
、
衰
退
し
か
か

っ
て
い
る
地
域
の
農
業
や
水
産

加
工
業
に
血
液
を
送
る
毛
細
血

管
の
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

り
、
こ
の
整
備
に
よ
り
、
意
欲

の
あ
る
若
者
の
就
業
や
新
た
な

加
工
業
な
ど
の
起
業
に
も
つ
な

が
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

も
う
１
つ
大
き
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
来
年
４
月
か

ら
運
用
さ
れ
る
働
き
方
改
革
に

よ
る
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
勤

務
改
善
は
、
日
本
の
物
流
を
支

え
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
も
と
よ

り
、
荷
主
と
な
る
我
々
生
産
者

に
と
っ
て
も
避
け
ら
れ
な
い
大

き
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
野
村

総
合
研
究
所
の
調
査
で
は
、

２
０
３
０
年
頃
に
は
物
流
の
30

％
に
影
響
が
出
る
と
い
う
よ
う

な
調
査
結
果
も
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
り
効
率
的
に
走
れ
る
道
路
網

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
に
も
国
土
交
通
省

が
考
え
る
、
高
規
格
道
路
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
２
０
０
区
間
の

約
３
割
を
５
年
間
で
改
善
す
る

計
画
で
は
、
全
く
不
十
分
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
て
解
消
で
き
る
よ

う
に
、
我
々
も
努
力
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
ご
参
集
の
皆
様
の
熱
い
思

い
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
治
体

が
取
り
組
む
様
々
な
ま
ち
づ
く

り
の
要
で
あ
り
、
一
次
産
業
に

と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
誘
致
、
観

光
振
興
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

結
び
に
、
現
在
策
定
中
の
新

た
な
国
土
形
成
計
画
の
素
案
で

は
、
新
時
代
に
地
域
力
を
つ
な

ぐ
国
土
・
列
島
を
支
え
る
新
た

な
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築

が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
、
こ
の
新
た
な
地
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
構
築
は
、
道
路
行
政

を
応
援
す
る
私
た
ち
に
与
え
ら

れ
た
素
晴
ら
し
い
テ
ー
マ
で
あ

り
、
今
後
も
道
路
整
備
事
業
の

進
展
の
た
め
に
努
力
す
る
つ
も

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
皆

様
方
も
力
を
合
わ
せ
て
一
緒
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

高
速
道
路
に
つ
い
て
、
老
朽

化
や
国
土
強
靱
化
等
に
対
応
し

た
迅
速
か
つ
計
画
的
な
更
新
・

進
化
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

高
速
道
路
料
金
の
確
実
な
徴
収

の
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
あ
わ

せ
て
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る

利
用
者
の
利
便
の
確
保
の
た
め

の
機
能
高
度
化
に
資
す
る
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

高
速
道
路
の
適
正
な
管
理
や
機

能
強
化
を
推
進
す
る
「
道
路
整

備
特
別
措
置
法
及
び
独
立
行
政

法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債

務
返
済
機
構
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
が
、
５
月
31
日

に
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可

決
、
成
立
し
た
。

【
背
景
】

　

高
速
道
路
は
、
公
共
の
用
に

供
す
る
重
要
か
つ
基
幹
的
な
道

路
で
あ
り
、
安
全
か
つ
円
滑
な

交
通
及
び
利
用
者
の
利
便
を
確

保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
現
行
の
料
金
徴
収
期

間
で
は
、
点
検
強
化
に
よ
り
判

明
し
た
重
大
な
損
傷
に
対
応
す

る
た
め
の
更
新
事
業
や
、
国
土

強
靱
化
等
の
社
会
的
要
請
を
踏

ま
え
た
進
化
事
業
に
必
要
な
財

源
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
料
金
は
公
共
物
で
あ

る
高
速
道
路
の
整
備
費
用
に
充

当
さ
れ
る
た
め
、
料
金
未
払
い

が
あ
っ
た
場
合
に
適
切
に
車
両

の
特
定
・
請
求
手
続
を
行
う
た

め
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
。

　

加
え
て
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
つ

い
て
、
Ｅ
Ｃ
市
場
拡
大
に
伴
っ

て
運
送
事
業
者
に
よ
る
高
速
道

路
利
用
が
増
加
す
る
こ
と
で
駐

車
場
が
不
足
す
る
と
と
も
に
、

利
用
者
利
便
施
設
（
電
気
自
動

車
の
充
電
施
設
等
）
の
整
備
ニ

ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
法
律
案
は
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
高
速

道
路
の
料
金
徴
収
期
間
を
延
長

し
、
併
せ
て
高
速
道
路
料
金
の

確
実
な
徴
収
を
図
る
と
と
も

に
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
利
便
性
を

高
め
、
高
速
道
路
の
適
正
な
管

理
や
機
能
強
化
を
推
進
す
る
も

の
で
あ
る
。

【
概
要
】

（
１
）
高
速
道
路
の
料
金
徴
収

期
間
の
延
長

①
高
速
道
路
の
更
新
・
進
化
の

た
め
に
必
要
な
事
業
の
追
加
に

あ
た
り
、
確
実
な
債
務
返
済
の

た
め
に
債
務
返
済
期
間
（
国
土

交
通
大
臣
へ
の
許
可
申
請
日
か

ら
50
年
以
内
）
を
設
定
す
る
。

②
料
金
徴
収
期
限
を
最
長
で
令

和
97
年
９
月
30
日
ま
で
延
長
で

き
る
こ
と
と
す
る
。

（
２
）
高
速
道
路
料
金
の
確
実

な
徴
収

①
車
両
の
運
転
者
に
加
え
、
使

用
者
に
も
高
速
道
路
料
金
を
請

求
で
き
る
こ
と
を
明
確
化
す

る
。

②
軽
自
動
車
・
二
輪
車
に
よ
る

料
金
不
払
い
が
あ
っ
た
場
合
、

高
速
道
路
会
社
等
は
、
軽
自
動

車
検
査
協
会
等
か
ら
使
用
者
の

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
す
る
。

（
３
）
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
機
能
高

度
化

　

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
利
用

者
利
便
に
資
す
る
施
設
と
一
体

的
に
整
備
さ
れ
る
駐
車
場
の
整

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
金
沢
支

社
は
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
北

陸
自
動
車
道
の
石
川
県
内
の
一

部
区
間
で
実
施
し
て
い
る
Ｅ
Ｔ

Ｃ
車
限
定
の
「
フ
リ
ー
タ
イ
ム

通
勤
パ
ス
割
引
」
に
つ
い
て
、

さ
ら
な
る
試
行
・
検
証
を
お
こ

な
う
た
め
、
対
象
区
間
を
石
川

県
全
域
に
拡
大
し
て
令
和
６
年

３
月
ま
で
延
長
す
る
と
し
て
い

る
。

　

現
在
は
、
石
川
県
内
の
６
区

間
を
対
象
に
６
月
利
用
分
ま
で

の
販
売
と
し
て
い
た
が
、
区
間

拡
大
や
実
施
継
続
を
希
望
す
る

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
踏
ま

え
、
７
月
以
降
は
、
対
象
区
間

を
石
川
県
全
域
の
加
賀
Ｉ
Ｃ
～

金
沢
森
本
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
間
、
47

区
間
に
拡
大
し
て
令
和
６
年
３

月
利
用
分
ま
で
販
売
す
る
。

　

７
月
利
用
分
以
降
の
申
し
込

み
は
、
令
和
５
年
６
月
１
日

（
木
）
か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
受
付

を
開
始
し
て
い
る
。

※
こ
の
割
引
は
、
社
会
資
本
整

備
審
議
会　

道
路
分
科
会　

国

土
幹
線
道
路
部
会
の
「
中
間
答

申
（
令
和
３
年
８
月
４
日
付

け
）
」
に
お
い
て
、
勤
務
形
態

が
多
様
化
し
て
い
る
状
況
や
、

通
勤
時
間
帯
に
混
雑
し
て
い
る

高
速
道
路
が
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
「
適
用
時
間
帯
の
柔
軟

化
」
お
よ
び
「
通
勤
者
の
利
用

促
進
等
の
目
的
検
討
」
に
つ
い

て
提
言
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

新
た
に
試
行
す
る
料
金
制
度
で

あ
る
。

　

本
四
高
速
で
は
、
地
域

と
連
携
し
、
瀬
戸
内
の
魅

力
を
発
見
・
発
信
し
地
域

内
外
の
つ
な
が
り
を
創
出

す
る
「
架
け
橋
事
業
」
の
拠
点
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
）
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
で
、
瀬
戸
内
地
域
の
交
流
人
口
の
増
加

に
繋
げ
る
〝
せ
と
う
ち
魅
力
発
見
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
〟
を
昨
年
か
ら
本
四
高
速
道
路
内

の
各
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
展
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
島
旅
の
魅
力
発
見
・
魅
力
発
信
に
よ

る
観
光
振
興
、
交
流
人
口
の
増
大
を
目
指

し
、
香
川
県
の
塩
飽
（
し
わ
く
）
諸
島
を

中
心
と
し
た
島
旅
の
活
性
化
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
令

和
５
年
５
月
21
日
（
日
）
に
Ｅ
30
瀬
戸
中

央
自
動
車
道
与
島
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

に
お
い
て
、
『
せ
と
う
ち
島
旅
フ
ェ
ス

２
０
２
３
』
を
開
催
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス

で
は
、
瀬
戸
内
の
島
々
、

地
域
の
方
々
が
集
い
、
交

流
の
場
、
楽
し
み
の
場
、

学
び
の
場
と
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
「
島
々
と
と
も

に
歩
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
副

題
と
し
た
。
ま
た
、
「
せ

と
う
ち
」
を
五
感
で
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
４

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
特
設
ブ
ー
ス
を
現
地
に
構

え
、
瀬
戸
内
地
域
の
魅
力
を
ラ
イ
ブ
配
信

す
る
「
島
旅 

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ 

Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト

会
場
で
あ
る
本
島
と
の
生
中
継
、
中
国
四

国
農
政
局
や
香
川
大
学
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

取
組
み
紹
介
な
ど
、
会
場
の
一
体
感
を
演

出
し
た
。
２
つ
目
は
、
ジ
ビ
エ
料
理
や
瀬

戸
内
の
グ
ル
メ
・
物
産
の
販
売
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
体
験
ブ
ー
ス
な
ど
を
設
け
た
「
せ
と
う

ち
マ
ル
シ
ェ
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
香

川
県
伝
統
工
芸
の
丸
亀
う
ち
わ
制
作
や
保

冷
剤
を
再
利
用
し
た
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
作

り
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
た
。
３
つ
目
は
、
瀬
戸

大
橋
の
内
部
に
入
る
こ
と

が
で
き
る
「
イ
ン
フ
ラ
ツ

ア
ー
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
瀬
戸
大
橋
開
通
35
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
坂

出
市
観
光
協
会
主
催
に
よ

る
瀬
戸
大
橋
塔
頂
体
験
と

西
洋
式
灯
台
と
し
て
外
観

が
美
し
い
鍋
島
灯
台
と
を
巡
る
ツ
ア
ー
を

こ
の
フ
ェ
ス
限
定
で
実
施
し
た
。
４
つ
目

は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
よ
る
「
島
旅
ク
ル

ー
ズ
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
瀬
戸
大
橋

周
遊
コ
ー
ス
や
与
島
と
本
島
、
広
島
、
志

々
島
と
を
そ
れ
ぞ
れ
結
ぶ
コ
ー
ス
を
用
意

し
た
。
ま
た
、
本
島
で
は
、
島
お
こ
し
団

体
の
〝
本
島
さ
か
な
部
〟
に
よ
る
さ
わ
ら

藁
焼
き
や
魚
介
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
子
供
た
ち

を
中
心
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

今
回
の
フ
ェ
ス
で
は
、
前
回
を
上
回
る

来
場
者
と
な
り
、
確
か
な
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
こ
の
フ
ェ
ス
の
共
催
者
で
あ
る
香
川

県
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
新
た
な

枠
組
み
の
構
築
を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
与

島
発
着
ク
ル
ー
ズ
の
造
成
、
更
な
る
情
報

発
信
の
強
化
な
ど
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
目
指
す
。

せ
と
う
ち
島
旅
フ
ェ
ス

２
０
２
３
開
催
！

【工事通行止め】
◇仙台北部道路　利府しらかし台IC ～富谷IC
　６月21日（水）～27日（火）　各日20：00～翌5：00
◇仙台北部道路　利府JCT ～富谷IC
　６月28日（水）～７月４日（火）　各日20：00～翌5：00
◇常磐自動車道　常磐富岡IC ～南相馬IC
　６月21日（水）～27日（火）　各日20：00～翌5：00
◇常磐自動車道　南相馬IC ～新地IC
　７月3日（月）～28日（金）、８月17日（木）～23日（水）　各日20：00～翌5：00
◇紀勢自動車道　勢和多気JCT ～紀伊長島IC
　６月26日（月）、６月27日（火）～29日（木）、７月3日（月）　各日20：00～翌6：00
【工事規制】
◇中央自動車道　韮崎IC ～須玉IC
　８月21日（月）9：00 ～ 12月７日（木）15：00
◇宮崎自動車道　えびのJCT ～小林IC
　６月19日（月）～12月下旬
【集中工事】
◇東名高速道路　小牧JCT ～名神高速道路　豊中IC
　新名神高速道路　高槻JCT ～高槻IC
　京都縦貫自動車道　長岡京IC ～大山崎JCT
　京滋バイパス　大山崎JCT ～久御山IC
　８月26日（土）0：00～９月16日（土）6：00

意
見
発
表

意
見
発
表

硲　

一
寿
北
海
道
道
路
利
用
者
会
議

常
任
理
事

北
海
道
興
部
町
長

「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保

有
・
債
務
返
済
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
成
立

備
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、
高

速
道
路
機
構
か
ら
高
速
道
路
会

社
へ
の
無
利
子
貸
付
制
度
を
創

設
す
る
。

（
４
）
そ
の
他
、
地
方
道
路
公

社
等
が
管
理
す
る
有
料
道
路
の

整
備
促
進
等
、
所
要
の
改
正
を

行
う
。

速旅
https://hayatabi.c-nexco.co.jp/

「フリータイム通勤パス割引」
区間拡大、期間延長

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


